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研究成果の概要（和文）：　本研究は、『西行物語』の5系統の諸本の本文について、パラレルコーパスを構
築・整備した上で、そのコーパスを活用した文学研究の一環として、本文校訂および解釈を実施することを目指
したものである。
このパラレルコーパスを活用し、『西行物語』の同じ場面の諸本比較を行うことができた。その結果、『西行物
語』の語彙の量的特徴を明らかにするとともに、場面構成や内容の異同、描写（情報量）の程度の違い、記述ス
タイルの違いを知る手がかりを得ることができた。さらに、和歌については、組織、構成を解体し再編成を行っ
ているだけではなく、歌そのものも『西行物語』の書き手によって、再編集されていると考えることができた。

研究成果の概要（英文）：This research aims to revise and interpret the original texts of five kinds 
of stories written by anonymous writers, all of which relate to "Saigyo Monogatari". It is 
implemented as part of Japanese literature research based on the structured and developed parallel 
corpus. 
The parallel corpus enables us to compare corresponding scenes in each story. It resulted in 
obtaining clues to manifest the quantitative characteristic in vocabularies used in "Saigyo 
Monogatari" as well as the resemblance and difference of scenes and contexts, the description 
amount, and the depiction style. It was also found that the writers not only disassembled and 
recomposed the structure of waka poetry composed by Saigyo in their stories, but also reedited his 
waka poetry itself.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、日本古典文学研究に活用できるコーパスを構築・整備した。これにより、見出し語や品詞の付与さ
れた索引として活用できることに学術的意義があると考える。特に、伝本の多い『西行物語』の諸本の中で、特
徴的な5本についてデータ化を行い、パラレルコーパスの整備を行ったことにより、異なる伝本間での比較検討
が容易になったことも学術的意義であると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 古典文学研究に活用できる電子化された本文には、国文学資料館、国立国語研究所でそ
れぞれ日本古典文学大系（岩波書店）、日本古典文学全集（小学館）がある。しかし、それ
らに所収されていない本文については、文学研究において、解釈、本文校訂に使用できな
い。また、日本語学研究のためのコーパスは存在するが、日本文学の分野において、本文
解釈や校訂に活用できるコーパスはないことが挙げられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、日本古典文学研究で活用できるコーパスのあり方について検討し、実際にコーパ
スを構築・整備した上で、そのコーパスを活用した文学研究の一環として行うことを目的とす
る。これにより、『西行物語』の諸本の特徴を明らかにすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
（1）『西行物語』の諸系統本の代表的なテキストの本文の電子化 
略本系である島原図書館松平文庫所蔵本（以下、島原本）、広本系である書陵部所蔵本（以
下、文明本）、采女本系である今治市河野美術館所蔵本（以下、宝永本）、中間本系である岩
国徴古館蔵本（以下、岩国本）、松平本系である島原図書館松平文庫蔵本、（以下、松平本）
について、翻刻を行い、電子化を実施する。 
 
（2）『西行物語』系統本のテキストの原本の確認による修正 
上記の島原本、文明本、宝永本、岩国本、松平本の 5 本について、原本の確認による修正
作業を行う。 
 
（3）『西行物語』パラレルのコーパスの構築 
上記の島原本、文明本、宝永本、岩国本、松平本の 5 本について、形態論情報に加えて、
文学研究に資する情報の付与を行う内容について、検討を行う。 
 
(4)『西行物語』の諸本の本文の研究 
 上記の(3)で行ったパラレルコーパスを活用して、『西行物語』本文の特徴について分析する。 
４．研究成果 
「３．研究の方法」で述べた(1)～(4)について、実施した結果、以下の成果が得られた。 
(1) 『西行物語』のコーパスの構築 
  島原本、文明本、宝永本、岩国本、松平本の 5本について、短単位による形式で文学研究に
も資するパラレルコーパスを作成した。短単位について書字系、語彙素、語義、語彙素読み、
品詞、活用形、発音形出現形、語種に加え、語形、語形代表表記も列記した。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
(2)『西行物語』和歌本文の校訂 
  『西行物語』は歌物語であるため、和歌について島原本、文明本、宝永本、岩国本、松平本
について、リスト化を行い、和歌の異同を確認した。 
  この結果、西行和歌について、組織、構成を解体し再編成を行っているだけではなく、歌そ
のものも『西行物語』の書き手によって、再編集されていることが明らかになった。また、中
間本系である岩国本に注目すると、他の系統の諸本にはない歌が存在すること、中間本の中で
も岩国本のみに見られる和歌の西行和歌の改変があることが明らかになった。 
 
(3)『西行物語』の語彙についての分析 
  『西行物語』について、共通の場面を取り出し、諸本の語彙の違いについて計量的な観点か
ら検討を行った。その結果、語数については、短単位数として、島原本 627、宝永本 290、岩
国本 900 であった。また共通場面の短単位数も異なっており、島原本 406、宝永本 290、岩国
本 679 であった。語数の差に注目して諸本を比較することによって、場面構成のほか、内容の
異同、描写（情報量）の程度の違いを窺い知ることができた 

 



 さらに、品詞比率に注目すると、岩国本の名詞率が低く、動詞率が高いことが明らかになり、
他本と比較して描写が冗長であることが明らかになった。これは、岩国本が絵巻であり、発話
を取り込んだ長い文で絵の説明をする特徴があることによるものであることが明らかになっ
た。 
  また、語種については、宝永本に外来語、混種語が全くないこと、漢語の大半が仏教用語で
あることが明らかになった。また、島原本、宝永本、岩国本の 3本に注目すると共通の漢語は
「修行」「法師」の 2語のみであることが明らかになった。 
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